
  

＜はじめて献血キャンペーンの概要＞ 

期 間 ：平成 27年９月１日（火）～11月 30日（月） 

場  所 ：関東甲信越エリア（茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、 

神奈川県、新潟県、山梨県、長野県）内の献血ルーム、献血バス 

対象者 ：献血未経験の方  

内 容 ：上記対象者が期間中、関東甲信越地域の献血ルーム、 

献血バスで、400mL献血または成分献血にご協力いた 

だいた場合、オリジナルタオルをプレゼントします！ 

詳細 URL:http://www.ktks.bbc.jrc.or.jp/news/hajimetekenketsu.html 
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右のイラストは、関東甲信越学生献血推進

連盟に所属する学生ボランティアによって

描かれたもので、『若年層の献血者が減少し

ているという現状をモンスターで表現し、そ

の現場をぶっ壊していく勇者（献血者）を募

集したい』というメッセージが込められてい

ます。 

日本赤十字社関東甲信越ブロック血液セ

ンターは、このイラストを関東甲信越地域の

約 60 大学の学生食堂で使用されるトレイ

に平成 27 年 10 月１日（木）から 11 月 30

日（月）にかけて掲出します。 

本件は、関東甲信越地域の献血会場で実施している献血未経験者を対象とした「はじめて献血キャンペー

ン」（概要は以下のとおり）の一環として、特に減少が著しい若年層の献血離れを少しでも食い止めるべく、

同世代である学生ボランティアの協力を得て企画したものです。 

 このイラストをきっかけに、多くの学生が献血に興味を持っていただき、「はじめての献血」に来ていた

だくことを期待しています。 

 ※イラストを描いた学生へのインタビューが可能です。 

 

≪関東甲信越学生献血推進連盟≫ 

関東甲信越学生献血推進連盟は、関東甲信越地域の各学生献血推進ボランティア団体により構成されています。血

液事業において、若年層献血者の減少が現在の大きな課題とされていますが、学生献血推進ボランティアは、そんな

「同世代」を中心に献血への協力を呼びかけ、献血者を増やすことを目的として活動しており、若年層への献血啓発

に大きな役割を担っています。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

（Ｃ）アカマフミカ（茨城大学学生赤十字奉仕団所属） 

 

【本件に関する問い合わせ先】 
日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター 企画課 大内 

〒135-8639 東京都江東区辰巳 2-1-67 

TEL：03-5534-7668 FAX：03-5534-7532 E-mail：kikaku@ktks.bbc.jrc.or.jp 

 

学生デザインのイラストで同世代に献血啓発 
関東甲信越地域の約 60 大学で学食トレイにイラスト掲出 

 

 

勇者募集－ケンケツシャボシュウ－ 現状をぶっ壊せ！ 

平成 27年 10月８日 

 

＜イメージ＞ 

http://www.ktks.bbc.jrc.or.jp/news/hajimetekenketsu.html


≪参考１≫献血者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪参考２≫必要献血者延べ人数のシミュレーション 

供給に必要な献血者延べ人数を算出すると、2027 年には約 545 万人必要となるシミュレーシュンに

なる。 

また、平成 25年の年代別献血率（献血者延べ人数／年代別人口）を今後も維持すると仮定し、将来

推計人口より仮想の献血者延べ人数を算出すると、平成 39 年は約 459 万にとなると推計され、約 85

万の献血者延べ人数が不足するというシミュレーションになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(年) 

平成 39 年には 

約 85万人の献血者延べ人数が 

不足するという推計になる 

平成 39 年に必要献血者延べ人数が最大となる 

約 545万 

出生率中位(死亡率中位の場合) 

※平成 25年の年代別献血率（＝献血者延べ人数／年代別人口） 

 16～19歳：6.4% 20代：7.4% 30代：6.9% 40代：8.1% 50代：6.2% 60代：2.0% 

必要献血者延べ人数の推計値 

献血不足者数 

各年代献血率（平成 39年実績※）で推移した場合の献血者延べ人数 


